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書評

　この度，『図解 解剖学事典 第 

3 版』が実に 30 年振りに全面改訂

されて出版された。もう改訂はな

いのではと漠然と思っていた全面

改訂が，わが国の解剖学の泰斗で

ある山田英智先生，石川春律先生，

廣澤一成先生，および坂井建雄先

生の手によりさらにグレード・

アップした，しかも美しい形で改

訂されたことにまずは御礼を申し

上げる。

　本書に掲載されている解剖学用

語は，世界標準である国際解剖学

用語集“Terminologia Anatomica”

と日本解剖学会の『解剖学用語 改

訂 13 版』に準拠し，日本語，英

語，およびラテン語で記載されて

いる。本書の基本構成は見開き

ページの左に用語を，右に対応す

るイラストを載せて両者を視覚的

に結び付ける旧版の優れたスタイ

ルを完全に踏襲しており，解剖学

の効果的な学習を可能にしてい

る。本書は旧版より 70 数ページ

増加しているが，それは主に解剖

学総論と脳の部分であり，前者の

ページ数増加は解剖学を初めて学

ぶ学生にとって大いに役立つであ

ろう。脳の部分のページ数増加は

主として脳断面での半細胞構築学

的組織像と神経路の記載増加によ

るものであり，これは複雑な脳構

造の局所解剖学的および機能解剖

学的理解をより容易にするであろ

う。動物実験では存在が明らかで

あるが，人ではその存在が未確認

である神経路は，そのこともきち

んと記載されている。

　私は若いころより本書の旧版を

座右の書として自宅と研究室の両

方で，講義への利用，学会発表，

論文作成，および書籍の執筆など

に幅広く利用させていただいてい

る。『図解 解剖学事典』は，私の

解剖学にとっての起点であり，指

標ともなっている。ネット検索が

汎用される今日でもその状況は変

わらない。確かにネット検索は有

用であるが，その情報は玉石混交

であり，今後，本書が解剖学関連

のネット情報を見抜く基準ツール

としての役割もますます大きくな

ると思われる。

　本書が医学やコメディカルの基

礎である解剖学を学ぶ学生にとっ

て非常に役立つ，しかも生涯使え

るツールであることは明らかであ

る。医学生，コメディカル学生，

医師，および医療関係者に大いに

利用していただくことを強く願

う。

　蛇足ながら，本書のイラストが

モノクロであることにより構造の

境を際立たせるなどのメリットも

あろうが，本書のフルカラーへの

移行が近い将来に成されることを

期待したい。
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